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I はじめに・・・・・・・・・・全体進行司会 鈴木健郎(専修大学准教授・中国宗教学) 
II パネラー発表 






III ディスカッション・・・・・討議司会 前田年昭（神戸芸術工科大学非常勤講師・組版) 
 
 このシンポの発表時間は各 40 分、討議は 2 時間に及び、多くの参加者を得て、実り多きシン
ポジウムとなった。ここに、その発言にもとづいた文章と、その発言ののちにおこなわれた討
議の記録を発表する。 
 なお、本シンポジウムは 2009～2011 年度の専修大学社会科学研究所特別研究助成（鈴木健郎
グループ）「フランスと東アジア諸地域における近現代学芸の共同主観性に関する研究」の成果
の一部であることを付言しておく。関係各位および本シンポにご協力くださった方々と学生諸
君に感謝の意を表する。 
（文責）主催者 下澤和義・土屋昌明 
 
